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 １．組織の概要

（１） 名称及び代表者名

事業所名 松井自動車工業株式会社

代表取締役 松井　良介

（２） 所在地

本社 〒399-4111　長野県駒ケ根市北町24番地13号

宮田営業所 〒399-4301　長野県上伊那郡宮田村6318

伊那営業所 〒399-0022　長野県伊那市御園106

（３） 環境管理責任者・連絡先

責任者 常務取締役　松井　秀之

連絡先 　TEL： 0265-82-2346

　FAX： 0265-82-3805

Home page：http://www.ma-cs.jp

（４） 事業内容　　'自動車販売、整備、板金塗装、保険代理業、レンタカー業及び不動産賃貸

《認証登録の範囲》　対象組織　全組織

（５） 事業の規模

創　 業　： 昭和10年10月4日　設立昭和24年11月

資本金 2,000万円

敷地面積 本社 4,228㎡ （床面積　1,411㎡）

宮田 2,847㎡ （床面積　1,412㎡）

伊那 3,361㎡ （床面積　1,413㎡.）

従業員 ４６名 （本社：　23名　・宮田10名　・伊那13名）

（６） 事業年度 1月～12月

（7） 自社製品紹介 自動車関連製品の販売
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３．実施体制

１）組織図

版：2018年07月16日

２）責任及び権限

・ 環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

・ システムの構築・運用及び管理に必要な資源を用意する。

・ 環境方針の設定・見直し及び従業員へ伝達を行なう。

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施する。

・ 代表者に代わりシステムの構築・運用状況を監視、結果を代表者に報告する。

・ 推進委員会を定期的に開催し、活動内容と問題点の確認と改善を指示する。

・ 法規制等の取りまとめを行い、遵守状況をチェックする。

・ 環境目標を設定し、環境活動計画を確認し承認する。

・ 問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行う。

・ 環境管理責任者の補佐、推進委員会の事務局。

・ 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック原案の作成。

・ 環境目標・活動計画原案の作成及び実績の取りまとめ

・ 環境活動レポートの作成、公開（社内に備付けと地域事務局への送付）

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・ 環境管理責任者の指示のもと、環境経営システムの運用を行う。

・ 方針に基づき、目標及び活動計画の策定を行い、承認を得る。

・ SDGsへの取り組みの具体策及び結果の検討

・ 是正処置又は予防処置を実施、結果を環境管理責任者に報告する。

・ 関連法規、等及び最新情報の収集と実行、順守確認のまとめ及び管理。

・ 活動の実績結果を収集、環境管理責任者に報告する。

・ 自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告｡

・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施。

・ 特定された項目の手順書作成及び運用管理。

・ 緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練の実施と記録。

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

・ 環境方針、環境目標を基本に定められた活動計画に従い業務を遂行する。

・ 環境負荷の低減、品質向上、安全の確保と業務改善の提案

・ 異常時、緊急時の報告
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1)中期経営目標と結果

※１　CO2排出量産出基準

　（使用化石燃料）×排出係数＋購入電力×ＣＯ２排出係数 kg-CO2/kWh)

※2　会社周辺の清掃、ボランティア活動への参加回数、等

※3　一般廃棄物の把握と集計方法の見直し

２)中期経営目標の評価

平成３０年度の実績を基準た目標世設定して活動を進めてきた結果、エコカーの導入が進みガソリン

軽油の使用量は減ったが、使用する電力及び灯油の使用量は横ばいのため、削減目標が未達の項目

もあり、６%の目標には未達の項目もある。

廃棄物は令和４年度に廃タイヤを処分して、工場の美化活層を実行したため一次的に増加している

が、一般廃棄物は電子化の推進で順調に低減している。

令和５年以降も平成３０年の実績を基準値として改善と効率化の活動を進める。

9,140 6%

11,950 ×
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1,047 ○

2 ○
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1,429 6%

1,387 ○
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令和４年
１月～１２月
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169,181 6%
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24,774 6%

20,728 ○

5,813

3
ガソリン使用量の削減
     　　　　　　　　　（ℓ）

26,355

4
軽油使用量の削減
　　  　　　　　　　　（ℓ）

6%
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24,774

実績 22,230 〇 23,777 ○

6%

4,640 ○ 6,145 ×

6%

実績

目標

４．環境目標と実績の推移

第75期 環境活動

環境目標
平成３０年
(基準年)

令和２年
１月～1２月

令和３年
１月～１２月

166,049 4% 162,590 6%
1

 CO２排出量
  　　　　　 （ｋｇ-CO2）

172,968
目標

9,723
目標

※上段計画、下段実績と評価

実績

2
電気使用量の削減
           　　　　（ｋWh）

179,980
目標 172,781

実績 174,373 × 177,350 ×

×176,828 × 186,926

4%

○

1,459 4% 1,429 6%
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20 〇 33
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○

○

1,571
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×

9,334

8
水使用量の削減
　　　　　　　（㎥/千円）

1,520
計画

実績

目標

実績

計画
6

一般廃棄物の削減
　　　 　　 　　（kg）

3,161

7
産業廃棄物の削減
　　　 　　 　　（ｋｇ）

40
計画

実績

5
灯油使用量の削減
 　　　　　　　　　   （ℓ）

0.493

260

実績 235

6,184

実績

5,937 4% 5,813

-

15%
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実績

※3 -
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×
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×
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実績 2 ○

2

○
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×

-
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1,661

230
10

エコカー販売の推進
　　　　　　　　　(台)

200

10%

2

× 1,404

9
エコ整備の推進
　　　　　　　　　（台）

236

2
11

環境保全活動
※２　　　　　　（回）

2

215 ×

240

214

計画
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3)第3期中期経営目標

※１　CO2排出量産出基準

　（使用化石燃料）×排出係数＋購入電力×ＣＯ２排出係数 kg-CO2/kWh)

※2　会社周辺の清掃、ボランティア活動への参加回数、等

※3　一般廃棄物の把握と集計方法の見直し

第三期の活動目標

令和５年から令和７年の目標は、平成３０年の基準値を変えず、更に削減するように計画した。

76期

9,431 3%

 

2,908 8%

令和７年
１月～１２月

167,779 3%

 

174,581 3%

24,247 8%

 

36.9 8%

1,398 8%

260 110%

230 115%

2 -

5,689

3
ガソリン使用量の削減
     　　　　　　　　　（ℓ）

26,355

4
軽油使用量の削減
　　  　　　　　　　　（ℓ）

8%

 

24,247

実績 0  

8%

0   

2%

実績

目標

４．環境目標と実績の推移

環境目標
平成３０年
(基準年)

令和５年
１月～1２月

令和６年
１月～１２月

166,049 1% 169,509 2%
1

 CO２排出量
  　　　　　 （ｋｇ-CO2）

172,968
目標

9,723
目標

※上段計画、下段実績と評価

実績

2
電気使用量の削減
           　　　　（ｋWh）

179,980
目標 178,180

実績 0

 0  

1%

環境活動

1,459 7% 1,398 8%

8%24,510 7%

0

0

7%2,940 2,908 8%

176,380 2%

1% 9,529

37.3 7% 36.9 8%

 

9,626

8
水使用量の削減
　　　　　　　（㎥）

1,520
計画

実績

目標

実績

計画
6

一般廃棄物の削減
　　　 　　 　　（kg）

3,161

7
産業廃棄物の削減
　　　 　　 　　（ｋｇ）

40.1
計画

実績

5
灯油使用量の削減
 　　　　　　　　　   （ℓ）

0.493

248

実績

6,184

実績

5,937 7% 5,689

-

110%

実績

0.0

110%260計画

計画

実績

2

115%

-
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0

220
10

エコカー販売の推進
　　　　　　　　　(台)

200

105%
9

エコ整備の推進
　　　　　　　　　（台）

236

2
11

環境保全活動
※２　　　　　　（回）

2

230計画
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５．活動の結果と評価、次年度の取り組み
◎よくできた　○まあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

評価

1.電気使用量の削減 △

・昼休みの節電（消灯） ◎

・エアコンの温度設定冷房２８度、暖房２０度 △

・待機電気機器のスイッチ節電 〇

・エアー漏れのチェック ◎

２．ガソリン使用量の削減 〇

・社有車の日常点検、従業員車２回/年 ◎

・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止） ◎

・適性時期のタイヤ交換（夏/冬、摩耗） ◎

３．灯油使用量の削減 ×

・ストーブの適正温度設定と温度管理 〇

・適正な暖房機器の使用 〇

・休み時間の消化、隙間対策 〇

４．LPG使用量の削減 〇

・夏季の手洗いは水使用 ◎

・使用量、使用料金の把握と掲示 △

５．一般廃棄物の削減（基準年比4％削減） ◎

・計量と分別状況の点検 〇

・ゴミ箱周辺の見回りチェック 〇

・用紙使用量の削減、印刷ミスの防止 ◎

６．産業廃棄物の削減 ×

・余剰資材の活用 〇

・分別と再生利用の促進 〇

７．水使用量削減 （基準年比1％削減） ◎

・節水ラベル貼付 〇

・洗車頻度の見直し 〇

８．グリーン購入活動（基準年比９%UP) 〇

・エコマーク商品の調査と購入

・対象品に限らず環境配慮品の優先購入

９．環境保全活動の推進 〇

・会社周辺のゴミ拾い　（２回/年）

１０．SDGsへの取り組み 〇

・情報収集/社内勉強会の開催 △

・長野県登録制度への登録 ◎

エコ整備の推進 〇

・お客様への効果説明と理解 〇

エコカー販売 〇

・顧客様への積極的な説明 〇
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　継続してお客様に説明し
て推進する

　２０%UPを目標とした
が、届かなかった。

　継続してお客様に説明し
て推進する

　約１０%削減ができた
　継続して効率的な利用を
進める。

　表示のある物の優先
購入を推進中。

　継続して選択購入を進め
る

　継続して美化活動を推進
　ごみの量は少なく
なった

　エコアクション２１の活動を
通じて目標達成に貢献する

　長野県の推進企業に
登録できた。

次年度の取組
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　継続して効率化を図
る

　効率的な使用を図る

　エコドライブの徹底と
日常点検でガソリンの
使用量は２０%さくげん
できた。

　継続して軽油を含めた改
善活動を進める。

　低温と大雪が続き使
用量が増加した

　高効率のヒータの導入を
検討して、削減を指向する

　昼休みの消灯及び
工場の日常点検は出
来ている。
　新型コロナウィルス
感染予防で定期的な
換気を実施した、

　新型コロナウィルスの感
染の落ち着きに合わせてエ
アコン温度管理を強化する

廃
棄
物
削
減 　継続して、工場美化活動

を進める。

　廃タイヤの整理で大
幅に増加したが、一時
的なもの

　継続して削減を推進する
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活 動 計 画 取  組  の　結  果

　３０%UPを目標とした
が、届かなかった。

　使用量の削減、ミス
防止活動の推進で一
般廃棄部が大きく削減
した。
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６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　(１) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

　当社の業務に適用となる義務規定（一部それ以外を含む。）の主な環境関連法規等とその主な内容、

法規制等の名称
適用される事項

（施設、物質、事業活動）
証拠書類、等 判定

契約書 ・ 許可書 〇

管理表運用 〇

騒音防止/振動規制法 空気圧縮機 届出書 -

フロン類使用機器の定期点検 点検表 〇

第1種特定製品の修理・処分 引取証明書 〇

自動車リサイクル法 リサイクル券の発行と適正処理 リサイクル記録 〇

家電リサイクル法 パソコン/テレビ/冷蔵庫 リサイクル記録 -

消防法（危険物） 灯油の防油提、シンナーの管理 現地点検記録 〇

水質汚濁防止法 洗車装置 事故の発生 〇

下水道法 開廃止届、水質基準の遵守 届出書 〇

労働安全衛生法 使用化学物質のSDS入手と掲示 SDS表示 〇

　(２) 違反及び訴訟の有無

　上記環境関連法について、環境管理責任者が確実に法規を遵守していることを１2月５日

確認しました。また、過去3 年間、関係機関から指摘/指導は無く、訴訟もありませんでした。

７．代表者による全体の評価と見直し・指示

【取り組みの概要】

①問題点の是正及び予防、リスクへの対応⇒早期に発見して対応を行う。

②前回までの代表者の指示事項への対応⇒エコ整備・エコカー販売の対応ができなかった。

③前回審査指摘事項への対応⇒すべて是正した。

【取り組みの評価】

①二酸化炭素排出量 ×　電力・軽油・灯油が目標未達

②廃棄物の削減 ×　産業廃棄物が目標未達

③水使用量削減 〇　使用量増加　洗車量を抑制

④エコ整備の推進 ×　目標未達　

⑤エコカー販売の促進 ×　目標未達

【見直しの必要性】

●環境経営方針　有り□・なし☑　、●目標・活動計画　有り☑・なし☐、…中期計画の見直し

●環境経営システム　有り☑・なし□　…代表者の交代

【今後の取り組み】

 令和４年度はコロナウイルスの拡散防止による自粛等で移動が制限されたことで燃料費は

抑えられたが、エコカーの販売にブレーキが掛かった。

 社員全員での取り組みを見直し、エコアクション２１とSDGｓをリンクさせ、更なる浸透を図る。

注）チェック欄…〇：遵守　×：不遵守　✔：該当なし確認　　（―：判断なし）　

廃棄物処法
一般廃棄物、産業廃棄物（金属くず、廃

プラ、廃油等）の適正処理

フロン排出抑制法
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